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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期
第２四半期
累計期間

第38期
第２四半期
累計期間

第37期

会計期間

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
９月30日

自 平成24年
４月１日

至 平成24年
９月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成24年
３月31日

売上高（千円） 2,272,7772,607,9544,864,497

経常利益(千円) 70,545 101,672 207,470

四半期（当期）純利益（千円） 35,878 58,790 113,156

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 831,413 831,413 831,413

発行済株式総数（株） 4,558,8604,558,8604,558,860

純資産額（千円） 2,699,7742,805,9032,781,632

総資産額（千円） 5,593,1345,855,9635,776,374

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
8.06 13.21 25.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 48.3 47.9 48.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
124,436 95,719 98,660

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△17,497 △43,983△273,460

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△140,580 43,575 △83,978

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
734,867 605,043 509,736

　

回次
第37期
第２四半期
会計期間

第38期
第２四半期
会計期間

会計期間

自 平成23年
７月１日

至 平成23年
９月30日

自 平成24年
７月１日

至 平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.12 5.93

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

　 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、企業業績、個人消費が弱含みで雇用情勢にも厳しさが残るな

ど、依然、足踏みの状態が継続しております。

　　 為替や株式相場におきましても、欧州の財政問題の長期化、或いは米国経済の不透明さなどから、第１四半期累

計期間に引き続き円高での推移を示しており、株式相場も同様に上値を抑えられた状況での推移を示し、企業

業績や雇用情勢の改善には、まだまだ時間を要するものと思われます。

     このような状況の下、当第２四半期累計期間の売上高は、２６億７百万円（前年同期比１４．７％増）とな

りました。検査分野別で見ると、生化学分野におきましては、前事業年度に引き続き糖尿病検査薬と肝機能検査

薬が好調に推移したことにより８億１千９百万円(前年同期比９．２％増）となりました。免疫分野におきま

しては、第１四半期累計期間に引き続き輸血検査分野とアレルギー診断薬が好調に推移したことにより１５億

９千６百万円（前年同期比９．３％増）という結果になりました。その他の分野におきましても、機器関連等

が好調な伸びを示したことにより、１億９千１百万円（前年同期比２１０．０％増）となりました。

　 　この結果、営業利益及び経常利益につきましては、それぞれ１億１千３百万円（前年同期比５３．６％増）、１

億１百万円（前年同期比４４．1％増）となり、四半期純利益におきましては、５千８百万円（前年同期比６

３．９％増）となりました。

　

(2)資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末における総資産の額は、５８億５千５百万円となり、前事業年度末と比べ７千９百

万円の増加となりました。流動資産は２５億６千２百万円となり、前事業年度末と比べ１億９千７百万円の増

加となりました。その主な要因は、受取手形及び売掛金が７千６百万円減少したものの、その一方で、現金及び

預金１億９千５百万円、商品及び製品５千万円などがそれぞれ増加したことによります。固定資産は３２億９

千３百万円となり、前事業年度末と比べ１億１千７百万円の減少となりました。その主な要因は、製造設備関係

を中心とした取得６千２百万円があったものの、投資その他の資産の長期預金から現金及び預金への振替１億

円及び減価償却費８千１百万円を計上したことにより減少しております。

当第２四半期会計期間末における負債の額は、３０億５千万円となり、前事業年度末と比べ５千５百万円の

増加となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が８千９百万円減少したものの、長期借入金８千７百

万円、未払法人税等２千２百万円、賞与引当金１千６百万円及び流動負債その他２千２百万円などが増加した

ことによります。

当第２四半期会計期間末における純資産の額は、２８億５百万円となり、前事業年度末と比べ２千４百万円

の増加となりました。その主な要因は、配当金３千３百万円の支払いなどをしたものの、その一方で、四半期純

利益５千８百万円を計上したことによります。
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(3)キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は６億５百万円とな

り、前事業年度末と比べ９千５百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

のとおりです。
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　  営業活動は９千５百万円（前年同期は１億２千４百万円の増加）の資金の増加となりました。その主な

増加要因は、たな卸資産の増加６千９百万円、仕入債務の減少８千７百万円及び法人税等の支払額２千９

百万円などにより支出したものの、その一方で、税引前四半期純利益１億１百万円、減価償却費８千１百万

円及び売上債権の減少７千６百万円などの計上によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動は４千３百万円（前年同期は１千７百万円の支出）の支出となりました。その主な支出要因は、有

形固定資産の取得４千２百万円によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  　財務活動は４千３百万円（前年同期は１億４千万円の支出）の資金の増加となりました。その主な増加要

因は、長期借入金の返済２億６千２百万円及び配当金の支払い３千３百万円の支出をしたものの、その一方

で、短期借入金１億５千万円及び長期借入金２億円をそれぞれ調達したことによるものです。

　

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

  当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は１億７百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　    　当社の経営成績に重要な影響を与える要因といたしましては、隔年ごとに実施される薬価改定や医療機関の　

経営合理化による医療費引き下げなどの外的要因による収益の変動が考えられます。

　　　　また、その他の分野におけるロイヤリティ収入及び免疫関連における主要な原料につきましては、為替相場の推

移によって各年度における収益予想が大きく変動する可能性があります。　

　　　　今後における経済状況については、金融不安による消費の低迷や雇用情勢の改善も見込めないなか、その先行き

についても不透明な状況は継続するものと思われます。臨床検査薬市場におきましても診療報酬の改定や競合

他社との価格競争などにより、引き続き厳しい環境にあるものと予想しております。今後につきましては、生化

学分野と免疫分野の輸血関連試薬の売上拡大、測定機器を組み合わせたシステム販売等積極的な営業展開を

行ってまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成24年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月5日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,558,860 4,558,860

大阪証券取引所　　　

ＪＡＳＤＡＱ　

(スタンダード）　

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単元

株式数は1,000

株であります。

計 4,558,860 4,558,860 － －

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成24年7月1日～

平成24年9月30日

 

－ 4,558,860 － 831,413 － 928,733
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

杉山　茂 神奈川県川崎市幸区 815 17.87

日立化成工業株式会社 東京都新宿区西新宿２丁目１番１号 490 10.76

旭化成ファーマ株式会社 東京都千代田区神田神保町１丁目105番地 450 9.87

カイノス従業員持株会 東京都文京区本郷２丁目38番18号 213 4.68

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 110 2.41

中村　利通 千葉県柏市 103 2.25

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 88 1.93

稲熊　章男 愛知県西尾市 55 1.20

日本化薬株式会社 東京都千代田区富士見１丁目11番２号 50 1.09

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10番17号 50 1.09

計 － 2,425 53.20

（注）上記のほか当社所有の自己株式107千株（2.35％）があります。　

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

普通株式    107,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,447,000 4,447 同上

単元未満株式
普通株式      4,860

　
－ －

発行済株式総数 4,558,860 － －

総株主の議決権 － 4,447 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数1個）が含まれ

ております。

２．「単元未満株式」の欄には、自己株式337株が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社カイノス

東京都文京区本郷二丁目

38番18号
107,000－ 107,000 2.35

計 － 107,000－ 107,000 2.35

　

２【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 749,736 945,043

受取手形及び売掛金 ※2
 1,187,649

※2
 1,110,957

商品及び製品 188,818 239,492

仕掛品 53,975 64,733

原材料及び貯蔵品 118,652 128,744

その他 69,336 76,775

貸倒引当金 △2,900 △2,900

流動資産合計 2,365,267 2,562,846

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 806,386 796,465

土地 1,851,453 1,851,453

その他（純額） 200,123 197,447

有形固定資産合計 2,857,962 2,845,365

無形固定資産 46,890 43,326

投資その他の資産 506,254 404,425

固定資産合計 3,411,106 3,293,117

資産合計 5,776,374 5,855,963

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 912,417 823,187

短期借入金 1,305,130 1,304,900

未払法人税等 36,183 58,551

賞与引当金 78,400 94,400

その他 236,766 259,204

流動負債合計 2,568,896 2,540,243

固定負債

長期借入金 312,500 400,000

その他 113,345 109,817

固定負債合計 425,845 509,817

負債合計 2,994,742 3,050,060

純資産の部

株主資本

資本金 831,413 831,413

資本剰余金 928,733 928,733

利益剰余金 1,101,097 1,126,501

自己株式 △90,278 △90,302

株主資本合計 2,770,965 2,796,346

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,666 9,556

評価・換算差額等合計 10,666 9,556

純資産合計 2,781,632 2,805,903

負債純資産合計 5,776,374 5,855,963
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 2,272,777 2,607,954

売上原価 1,536,184 1,742,275

売上総利益 736,592 865,678

販売費及び一般管理費 ※
 662,949

※
 752,570

営業利益 73,643 113,107

営業外収益

受取利息及び配当金 5,306 3,859

為替差益 242 －

受取賃貸料 2,305 3,881

その他 5,201 3,382

営業外収益合計 13,055 11,123

営業外費用

支払利息 12,133 11,036

手形売却損 380 499

為替差損 － 7,857

賃貸費用 1,825 1,342

その他 1,813 1,822

営業外費用合計 16,153 22,559

経常利益 70,545 101,672

特別損失

固定資産売却損 54 －

固定資産除却損 12 301

特別損失合計 66 301

税引前四半期純利益 70,478 101,371

法人税、住民税及び事業税 15,800 51,680

法人税等調整額 18,800 △9,100

法人税等合計 34,600 42,580

四半期純利益 35,878 58,790
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 70,478 101,371

減価償却費 73,146 81,694

売上債権の増減額（△は増加） 248,064 76,692

たな卸資産の増減額（△は増加） △42,350 △69,048

仕入債務の増減額（△は減少） △105,490 △87,719

その他 △73,604 29,363

小計 170,243 132,353

利息の支払額 △11,085 △11,298

法人税等の支払額 △39,947 △29,216

その他の収入 5,226 3,881

営業活動によるキャッシュ・フロー 124,436 95,719

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,447 △42,179

有形固定資産の売却による収入 274 －

無形固定資産の取得による支出 － △2,749

投資有価証券の売却による収入 500 －

その他 176 945

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,497 △43,983

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 150,000

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △298,070 △262,730

配当金の支払額 △33,154 △33,119

その他 △9,355 △10,574

財務活動によるキャッシュ・フロー △140,580 43,575

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,648 95,306

現金及び現金同等物の期首残高 768,515 509,736

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 734,867

※
 605,043
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【会計方針の変更等】

当第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日

    至 平成24年９月30日）

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であります。　

　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

１．受取手形割引高

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形割引高 99,810千円 120,196千円

　

　　　※２．四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行なわれたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次の

とおりであります。

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 －千円 24,129千円

割引手形 29,703千円 －千円

　

（四半期損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

従業員給与手当 186,957千円 192,131千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期会計期間末と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金 974,867千円 945,043千円

投資その他の資産 100,000 100,000

計 1,074,867 1,045,043

預入期間が3か月を超える定期預金 △340,000 △440,000

現金及び現金同等物 734,867 605,043
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 33,398 7.5平成23年３月31日平成23年６月24日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 33,387 7.5平成24年３月31日平成24年６月22日 利益剰余金

　　

（金融商品関係）

　　　　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　前事業年度（平成24年３月31日）

　　該当事項はありません。

　

　当第２四半期会計期間（平成24年９月30日）

    対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、

前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千円） 　時価（千円） 評価損益（千円）

　通貨 　為替予約取引 　　　　　47,887 　　　△3,642　　　　　　△3,642

　（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　

（持分法損益等）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　当社は、臨床検査薬の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

株式会社カイノス(E00977)

四半期報告書

14/17



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 8円6銭 13円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 35,878 58,790

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 35,878 58,790

普通株式の期中平均株式数（株） 4,452,620 4,451,606

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年 11月５日

株式会社カイノス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 狩野　茂行　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本佳永子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カイノス

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第38期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カイノスの平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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